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2017年12月14日 

2017年11月22日 『中国の住宅価格』、価格上昇都市が増加 
2017年11月14日 最近の指標から見る中国経済（2017年11月） 

景気は緩やかに減速するものの、底堅さを維持しよう 

 17年1～11月の固定資産投資は前年同期比

＋7.2％と、1～10月（同＋7.3％）から伸び率

が小幅に鈍化しました。 

 内訳をみると、インフラ投資は同＋20.1％と堅調

でしたが、固定資産投資の約6割を占める民間投

資が同＋5.7％とやや減速しました。 

固定資産投資は小幅減速 
民間投資がやや減速 

 11月の鉱工業生産は前年同月比＋6.1％と、

10月（同＋6.2％）から伸び率が小幅に縮小し

ました。大気汚染の改善のため中国政府が実施し

た環境保護政策の影響を受けていますが、生産の

減速は今のところ限定的です。 

 11月の小売売上高は前年同月比＋10.2％と、

10月（同＋10.0％）から伸び率がやや拡大しま

した。11月11日の「独身の日」のインターネット

セールスが好調であったように、小売売上高は底堅

さを維持しています。 

鉱工業生産も伸び鈍化 
消費は底堅い動き 

最近の指標から見る中国経済（2017年12月） 

 11月の固定資産投資や鉱工業生産の伸び率は引き続き前月を下回り、中国景気が緩やかに減速している

姿が示されました。中国政府は10月1日から18年3月31日にかけて、地域限定で鉄鋼など一部の産業にお

いて環境保護のために生産抑制を行っています。この環境保護政策が当面景気を押し下げる方向に働くと考

えられます。 

 ただし、中国政府は積極的な財政政策の方針を維持しており、生産抑制が大きくなる場合には財政出動に

より景気を下支えするとみられます。今後も景気は緩やかに減速するものの、中国政府の政策調整により下

振れは回避され、安定的に成長する見通しです。 

景気は緩やかに減速するものの、底堅さを維持しよう 

【固定資産投資と民間投資】 

（注）データは2015年4月～2017年11月。 
     年初来累計の前年同期比。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

【小売売上高と鉱工業生産】 

（注）データは2015年4月～2017年11月、前年同月比。 
     1、2月は2月の年初来累計の前年同期比。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/china/news171114ch.html
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